
新
書
紹
介

苦
悩
す
る
都
市
再
開
発
大
阪
駅
前
ビ
ル
か
ら

大
久
保
昌
一
　
角
橋
徹
也
編
著

都
市
文
化
社
　
Ｂ
６
判
　
二
八
六
頁
　
一
、
六
〇
〇
円

　
最
近
、
街
づ
く
り
に
関
す
る
本
が

多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

専
門
書
的
な
も
の
か
、
ま
た
は
個
別

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
反
対
す
る
立
場
か

ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
か
に
大
き

く
分
け
ら
れ
る
傾
向
が
見
受
け
ら

れ
、
そ
れ
ら
が
一
次
元
的
と
す
れ
ば
、

こ
の
本
は
三
次
元
的
内
容
を
持
つ
と

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
本
書
が
書
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、
大
阪
駅
前
第
二
ビ
ル
の
商
人

が
、
大
阪
市
に
窮
状
を
訴
え
る
デ
モ

を
行
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
著
者

が
、
都
市
計
画
家
、
法
律
家
、
研
究
家

グ
ル
ー
プ
た
ち
と
駅
前
第
二
ビ
ル
ヽ
の

実
情
を
調
査
し
、
こ
の
深
刻
な
再
開

発
ビ
ル
を
こ
の
ま
ま
に
す
べ
き
で
な

い
と
の
結
論
に
至
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

　
本
書
は
’
、
こ
の
調
査
研
究
会
が
駅

前
第
二
ビ
ル
の
現
状
把
握
、
再
開
発

事
業
の
計
画
上
、
事
業
プ
ロ
セ
ス

上
、
管
理
運
営
上
の
諸
問
題
要
因
分

析
を
し
、
再
開
発
事
業
の
法
制
度
や

仕
組
み
に
つ
い
て
研
究
し
、
駅
前
第

二
ビ
ル
の
活
性
化
方
策
の
提
言
を
行

づ
た
も
の
を
、
都
市
再
開
発
に
係
る

人
々
に
、
「
失
敗
し
な
い
た
め
の
再

開
発
」
を
行
う
た
め
の
参
考
書
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
序
章
は
、
問
題
提
起
と
も
い

う
べ
き
商
人
た
ち
の
デ
モ
に
結
び
つ

い
た
背
景
、
研
究
会
の
活
動
、
研
究

状
況
、
再
開
発
事
業
の
概
要
か
ら
な

っ
て
い
る
。

　
次
に
本
編
は
、
第
一
部
第
一
章
で

大
阪
駅
前
再
開
発
事
業
の
実
態
を
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
駅
前
第

ニ
ビ
ル
で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
店
舗

が
代
替
わ
り
、
ま
た
は
閉
鎖
、
テ
ナ

　
ン
ト
の
用
途
変
更
（
遊
興
業
・
サ
ラ

　
金
業
等
へ
の
転
換
）
、
用
途
過
剰
（
飲

　
食
・
喫
茶
店
）
か
ら
、
商
店
街
全
体

　
の
す
さ
み
衰
退
化
、
経
営
難
、
管
理

　
費
滞
納
と
い
っ
た
、
ス
ラ
ム
化
の
循

　
環
プ
ロ
セ
ス
を
具
体
的
な
数
値
を
あ

　
げ
て
解
明
し
て
い
る
。

　
　
第
二
章
で
は
、
再
開
発
事
業
の
問

　
題
点
の
究
明
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず

　
こ
の
事
業
が
再
開
発
法
の
前
身
で
あ

　
る
市
街
地
改
造
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ

　
た
も
の
で
、
両
法
律
と
も
即
時
・
独

　
立
採
算
主
義
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
る

　
た
め
、
許
容
容
積
い
っ
ぱ
い
の
床
面

　
積
（
保
留
床
）
を
処
分
す
る
こ
と
で

　
事
業
採
算
性
を
生
み
出
す
た
め
に
、

　
事
業
そ
の
も
の
に
投
機
的
性
格
が
あ

　
り
、
地
価
の
高
騰
・
固
定
資
産
税
の

　
上
昇
に
拍
車
を
か
け
や
す
く
な
っ
て

　
い
る
と
指
摘
し
、
そ
れ
が
、
ひ
い
て

　
は
ビ
ル
店
舗
の
経
営
の
圧
迫
へ
つ
な

　
が
る
と
警
告
し
て
い
る
。

　
　
次
に
ビ
ル
計
画
自
体
が
商
業
建
築

　
物
と
し
て
の
魅
力
に
乏
し
く
、
回
遊

　
性
、
内
部
空
間
の
広
が
り
の
悪
さ
、

　
コ
ン
セ
プ
ト
の
欠
け
た
店
舗
構
成
、

　
周
辺
環
境
と
動
線
計
画
の
不
備
の
多

さ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
　
ま
た
事
業
プ
ロ
セ
ス
上
の
問
題
と

　
し
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
不
在
、

事
業
期
間
の
長
期
化
、
状
況
変
化
の

予
測
の
失
敗
と
柔
軟
な
対
応
の
欠
如

（
特
に
、
国
鉄
片
福
線
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
広
場
の
計
画
中
止
時
点
で
の
対

応
の
欠
如
）
な
ど
の
問
題
を
指
摘
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
第
二
章
の
三
で
は
、
こ
の

区
分
所
有
ビ
ル
の
管
理
運
営
上
の
問

題
点
、
特
に
区
分
所
有
者
と
管
理
組

織
と
の
関
係
、
ビ
ル
全
体
の
商
業
振

興
策
や
販
売
促
進
体
制
の
欠
如
に
視

点
を
あ
て
分
析
し
て
い
る
。

　
第
三
章
で
は
、
第
二
章
ま
で
の
研

究
成
果
を
も
と
に
、
駅
前
第
二
ビ
ル

の
活
性
化
へ
の
方
策
と
し
て
、
第
一

に
緊
急
に
経
営
救
済
策
を
講
ず
る
こ

と
、
第
二
に
再
々
開
発
計
画
の
提

案
、
第
三
に
国
鉄
片
福
線
お
よ
び
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
広
場
の
早
期
建
設
、
第

四
は
活
性
化
の
た
め
の
管
理
組
織
・

運
営
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
が
提
案
さ

れ
て
い
る
。

　
第
四
章
・
終
章
で
は
、
「
こ
れ
か

ら
の
再
開
発
へ
の
指
針
」
お
よ
び

［
都
市
再
開
発
の
ゆ
く
え
］
と
し
て
、

①
都
市
再
開
発
事
業
の
活
性
化
策
、

②
再
開
発
事
業
シ
ス
テ
ム
の
改
革

案
、
③
公
民
の
役
割
分
担
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
提
言
が
な
さ

れ
て
い
る
。

　
第
二
部
で
は
、
都
市
再
生
へ
の
発

想
と
し
て
、
第
一
章
に
「
都
心
と
盛

り
場
の
再
開
発
政
策
」
で
、
大
阪
の

ミ
ナ
ミ
と
キ
タ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日

本
、
歴
史
と
文
化
と
い
っ
た
比
較
文

化
論
的
観
点
か
ら
、
都
心
回
生
へ
の

み
ち
が
述
べ
ら
れ
、
第
二
章
で
は
、

こ
れ
か
ら
の
都
市
の
あ
り
方
、
今
後

の
都
市
再
開
発
の
方
向
、
新
し
い
時

代
の
都
市
計
画
の
あ
り
方
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
本
書
は
、
大
阪
駅
前
第
二
ビ
ル
の

直
接
の
当
事
者
で
な
い
研
究
家
た
ち

が
、
客
観
的
な
立
場
か
ら
問
題
点
、

課
題
、
具
体
的
な
改
善
策
を
提
言
し
、

さ
ら
に
、
新
し
い
都
市
づ
く
り
の
考

え
方
の
基
本
論
を
展
開
し
て
い
る
。

　
こ
の
本
に
は
、
日
頃
、
忘
れ
が
ち

な
側
面
が
浮
き
ぼ
り
に
さ
れ
て
お
り

都
市
計
画
に
た
ず
さ
わ
る
技
術
者
は

も
ち
ろ
ん
、
違
う
分
野
の
方
が
読
ま

れ
て
も
、
多
く
の
も
の
が
得
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

〈
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